
公民館の学びがつなぐ、松本らしい地域づくり・人づくり

ESD推進のための公民館－CLC国際会議

－地域づくり政策と公民館－
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30秒



１ 松本市公民館の概要（理念と特色）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（60秒）
松本市は、長野県のほぼ中央部に位置し、人口約24万人、10万世帯が暮らす県内2番目の都市。
写真の国宝松本城をはじめとする歴史的建造物、上高地などの山岳景勝地を有する観光都市としても知られる
明治40年に市制が施行され、その後、昭和から平成にかけて、周辺20町村との合併を経て、現在の市域を形成している
いま松本市には35の行政区（地区）があるが、こうした経過から、そのうち20地区については合併以前の旧町村エリアをそのまま地区としているのが特徴




人 口 242,263 人

世 帯 数 101,908 世帯

面 積 978.8㎢

高 齢 化 25.59%

産 業 商業、電気・機械、食料品 等

１－１ 松本市の概要

（2014年7月1日現在）

国宝 松本城

行政区＝ ３５地区

主に 旧町村エリア
上高地

旧松本高等学校

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（60秒）
松本市は、長野県のほぼ中央部に位置し、人口約24万人、10万世帯が暮らす県内2番目の都市
写真の国宝松本城をはじめとする歴史的建造物、上高地などの山岳景勝地を有する観光都市としても広く知られている
市制施行は明治40（1907）年。その後、周辺の20町村との合併を経て、現在の市域を形成している
いま松本市には35の行政区（地区）があるが、うち20地区については合併以前の旧町村エリアをそのまま地区としている



１－２ 松本市の地域コミュニティ

隣組
（10,766）

町会
（493）

地区
（35）

市

中学校区（22）

小学校区（30）

地区町会連合会

市町会連合会

「地区」を単位とした
分権型の自治

単位町会

町会加入率：約80％

地域コミュニティの区分

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（60秒）
松本市の地域コミュニティを図示したもの。
住民自治組織（自治会）は「町会」と呼んでいる。松本市全体で493の町会があり、地域の意思決定を行っている
さらに、これら町会が地区ごとに「地区町会連合会」を組織し、地区単位の自治を運営している。
したがって、松本市の「地区」は行政区域であると同時に自治区域でもある
また、松本市の地区は、合併以前の旧町村エリアをそのままの形で引き継いでいることもあり、地区ごとの地域性・独自性が色濃く残されている。
早くから地区単位とした分権型の自治を育んできたのが
公民館や体育施設、福祉施設などが地区単位で整備されているのも、松本市の特徴を成している




１－３ 松本市の公民館
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（60秒）
このような「松本らしい」地区自治が育まれてきた背景には、公民館の存在が大きな役割を果たしてきた
現在、松本市は、中央公民館1館と地区公民館35館（計36館）を設置している
特に地区公民館は、「身近な地域配置」（歩いて行ける公民館）という理念に基づき、35地区35館、すべての地区に公民館を設置している
こうした身近な地域配置を実現することによって、公民館は、住民自治と密接なつながりを持っている
公民館事業についても、地区内の関係団体等との連携・協働によって進められ、住民生活に根ざした地域づくりのための学習と実践を展開してきた




１－４ 松本市公民館の「５つの理念」

① 身近な地域で

② 「住民主体・行政は支援」にこだわり

③ 幅広い地域課題を

④ 住民と職員の協働により

⑤ 地域づくりに向けた学習と実践を創り上げる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(60秒）
松本市では、戦後60年余にわたる公民館活動の蓄積から 「5つの理念」が確認されている
①身近な地域で、②「住民主体・行政は支援に」こだわり
松本市の公民館は、身近な地域（日常生活圏）を基本的なエリアとすることで、住民生活や自治やと深く結びつきながら、
住民・職員が共に学び合い、地域づくりのための学習と実践をめざしてきた。



１－５ 松本市の公民館 「３つの転機」

1970
年代

コミュニティーセンター論争
• 1971 コミュニティセンター構想 （第1次基本計画）

• 1976 コミセンか？地域配置か？（第2次基本計画）

• 1981 身近な地域配置≪22館構想≫へ （第3次基本計画）

⇒ 旧村単位の「地区」と地区公民館 地域配置の原則

1990
年代

地区福祉ひろばの設置
• 1993 「松本市老人保健福祉計画」

• 1994 「29地区福祉拠点事業推進に関する提言書」

• 1995 地区福祉ひろばの設置開始

⇒ 社会教育と地域福祉の一体化 福祉の公民館

2010
年代

地域づくり推進政策
• 2011 市民環境部に「地域づくり課」を新設

• 2012 「地域づくり実行計画」策定

• 2014 「地域づくりセンター」を全地区

⇒ 学習・地域福祉・地域振興 地域づくりセンター

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(60秒)
1970年代のコミュティセンターの設置をめぐる論争があった。1971年の第1次基本構想に
この論争によって、地区単位の公民館が存続されたことで、公民館の身近な地域配置の原則が確立された、といわれる。
さらに1990年代、





２ 地域づくり政策と公民館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（60秒）
松本市は、長野県のほぼ中央部に位置し、人口約24万人、10万世帯が暮らす県内2番目の都市。
写真の国宝松本城をはじめとする歴史的建造物、上高地などの山岳景勝地を有する観光都市としても知られる
明治40年に市制が施行され、その後、昭和から平成にかけて、周辺20町村との合併を経て、現在の市域を形成している
いま松本市には35の行政区（地区）があるが、こうした経過から、そのうち20地区については合併以前の旧町村エリアをそのまま地区としているのが特徴




２－２ 松本市がめざす将来都市像
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持続可能な成熟型社会の都市モデル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（60秒）
こうした状況に対応すべく、松本市では、2020年までの基本構想において、将来めざすべき都市像に「健康寿命延伸都市・松本」を掲げている。
健康寿命とは「個人の一生涯のうち、健康で自立して暮らすことのできる期間」と定義される。市民一人ひとりの健康寿命を延伸することで、いのちと暮らしの質を向上させていこうという考え方。
また、ここでいう健康とは、身体の健康に限らず、人・生活・環境・地域・経済・教育文化の6つの健康であり、健康づくりを基本にバランスのとれた成長を目指す総合的な政策である。
さらに、こうした健康寿命延伸都市の基盤に「地域づくり」が位置付けられており、本市の最重要課題の一つに挙げられている。




地域コミュニティの再構築――持続可能な地域づくりの必要性

２－３ 背景――なぜ地域づくりなのか？

超少子高齢型人口減少社会の進展

絆社会への転換

地域課題の増大・複雑化

地域の厳しい状況

＋

身近な地域での支え合い再認識

要援護者の見守り
災害時の助け合い
買物弱者問題 etc.

人間関係の希薄化
地域活動への無関心
町会への未加入
役員の担い手不足 etc.

社会経済
状況の変化

大震災等を
契機に

昔に戻るのではなく
現代に合致した人間関係



２－４ 地域づくりシステムの概要

地域システム

緩やかな協議体

本庁課題
解決チーム

行政システム

地域づくり課

地域づくりセンター

公民館 福祉ひろば

支所・出張所

地区別
地域づくり計画

町 会各種団体

ＮＰＯ

大学

企業

連携・調整

連携・調整

※ 地域づくりセンターは
2014年4月から全地区
に設置

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした状況のなか、松本市では2012年に地域づくり実行計画を策定し、地域づくりに向けた新たな仕組みづくりに着手している。
その基本的な考え方は、全てを一度解体し一から作り直すのではなく、従来からの「松本らしさ」（松本の良さ）を活かしながら進めていくこと
既存の自治組織である町会を核としていくこと
②　画一的に進めるのではなく、「地区」を単位としながら、それぞれの地区の状況にあわせて進めていくこと
③　これまでの公民館・福祉ひろばの成果をいかしていくこと
松本市が構築をめざす地域づくりシステムの概要を示した図
およそ次の三つの部分から考えられている。
① 住民が主体となって課題解決に取組む地域システムの再構築
② それらの活動を行政が支援する行政システムの再構築
③ さらに、これら地域システムと行政システムの両者をつなぐ各地区の地域づくり拠点「地域づくりセンター」の設置
特に地域づくりセンターは、
既存の地域拠点（公民館、支所・出張所、福祉ひろば）の三者の機能を一体化




学習機能

＜公民館＞

地域づくり

教育委員会
生涯学習課・中央公民館

地域づくりセンターとして一体的に連携

公民館はセンターを構成する一機関
（であると同時に独自性・専門性を活かした独立機関）

※ 住民任意の学習活動を保障しながら地域づくりに活かす

２－５ 地域を支える３つの機能

福祉機能

＜福祉ひろば＞

健康福祉部
福祉計画課

地域振興機能

＜地域づくりセンター＞

市民環境部
地域づくり課

＜支所・出張所＞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 所管の異なる三者の情報を一元化することで、一体的に地域づくりに取り組んでいく


　行政からのお仕着せの学習ではなく、あくまでも住民任意の学習を保障していく、という点での独立性
　一方で





参考： 地域協同型「スーパー公民館」構想 （２００５年）
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ＮＰＯ

環境・暮らし
環境ボランティア

生協 生活者の会

衛生協議会

小・中学校

子ども会育成会

地域づくりPJチーム

ＰＴＡ高校

プレゼンター
プレゼンテーションのノート





２－６ 公民館としての課題

公民館の「学習」を地域づくりにどう位置付けるか？

公民館における「学習」を問い直す

 増大・複雑化する地域課題 ――提示・啓発に留まらず“解決”する学習

 行政他部局やこれまで公民館と関わりが薄かった団体との連携・協働

 少子高齢化・人口減少という現実――10年後・20年後の地域を見据えて

 地域や暮らしを総合的な視点で捉えなおす――“点”ではなく“面”として

 「教育・文化」中心の活動からの脱却――新たな分野への挑戦

 住民生活を基盤とした地域運営――地区の地域づくり計画へ

 公民館の学習をいかに政策と結び付けるか（住民の声を政策につなぐ）

総合的な地域づくりの拠点として

学習成果を地域づくりに活かす

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回、市全体のリーディング・プロジェクトである地域づくり政策のなかで、
「公民館は住民の地域づくりを学習の側面から支援していく」ということがあらためて明確にされたことは大きな意味がある。
さらに公民館における学習そのものを質的に問い直す必要がある。
今後ますます増大・複雑化していく地域課題にどう対応していくか。これまでも公民館は、地域課題を学習テーマの中心としてきた。が、その多くは課題の「提示」「啓発」に留まっていたのではないか。もう一歩踏み込んだ学習、
本当の意味





３ 公民館の学びがつなぐ、松本らしい地域づくり・人づくり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（60秒）
松本市は、長野県のほぼ中央部に位置し、人口約24万人、10万世帯が暮らす県内2番目の都市。
写真の国宝松本城をはじめとする歴史的建造物、上高地などの山岳景勝地を有する観光都市としても知られる
明治40年に市制が施行され、その後、昭和から平成にかけて、周辺20町村との合併を経て、現在の市域を形成している
いま松本市には35の行政区（地区）があるが、こうした経過から、そのうち20地区については合併以前の旧町村エリアをそのまま地区としているのが特徴




３－１ 公民館の学びがつなぐ、松本らしい地域づくり人づくり①

文科省事業「公民館等を中心とした社会教育活性化支援プログラム」

「公民館の学びがつなぐ、松本らしい地域づくり・人づくり」事業

「健康寿命延伸都市・松本」の創造に向けて

市政課題や地域課題を学ぶ総合型講座と６つのテーマ型講座

2013年度実績： 計7講座（全39回）／1, 285人

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（30秒）
本市公民館では、昨年度から始まった文科省事業「公民館等を中心とした社会教育活性化支援プログラム」をきっかけとして、「公民館の学びがつなぐ、松本らしい地域づくり・人づくり」事業に取り組んでいる。
「健康寿命延伸都市・松本」の創造に向けて、市政課題や地域課題を学ぶ総合型講座と６つのテーマ型講座を展開するもので、2013年度には計7講座、全39回を実施し、延べ1,285人の市民・行政職員等が参加している



３－２ 公民館の学びがつなぐ、松本らしい地域づくり・人づくり②

「健康寿命延伸都市・松本」をめざす総合型講座と６つのテーマ型講座

大 学

行 政

企画検討委員会
課題解決に向けた

モデル的講座の企画・実施 N P O
住 民

政策課・商工課・都市計画課・
交通政策課・子ども育成課・勤
青ホーム・高齢福祉課・福祉計
画課・環境政策課 等

工 芸 景 観 交 通

自然エネルギー高齢者若 者

松本大学・信州大学

総 合

持続可能な成熟型社会の形成を担う人づくりと課題解決の仕組みづくり

公 民 館

【事業の柱】
(1) 総合的な政策・仕組みづくり
(2) 総合的な人づくり
(3) 総合的なまちづくり

学習から実践へ

団体・個人

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（30秒）
これら講座の企画については、各講座ごとに組織する「企画検討委員会」が担当している
公民館がつなぎ役となって、住民はもちろん、行政・大学・NPO等を巻き込みながら、地域課題や実践の掘り起しから講座プログラムの企画・実施までを行っている
講座については、政策的課題を学ぶ総合型講座、工芸・景観・交通・若者・高齢者・自然エネルギーの6つのテーマ型講座で構成されている
持続可能な成熟型社会の形成を担う人づくり、課題解決に向けたネットワークや仕組みづくりをめざしている



公民館の学習をまちづくりの中心に位置づけ

「地域」「暮らし」を基盤とした政策形成へ

＜公民館的理念の一般行政への浸透＞
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新たなテーマ・市政課題への挑戦

「学習」から「実践」への展開

大学・NPO・企業等とのネットワーク形成

総合的なまちづくりの理念と仕組みの再構築

公民館と市長部局の連携

【事業のねらい】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公民館は独立した教育機関として、これまで一般行政とはあえて一線を画してきた面もある。しかしこれからは、公民館だけで課題が解決できる時代ではない。
むしろ、公民館の学習をまちづくりの中心に積極的に位置づけていくことで、
トップダウンの政策ではなく、地域や住民の暮らしを基盤とした政策形成へとつなげていく必要がある
公民館職員、一般行政の職員双方が、住民の学習
換言すれば、公民館がこれまで培ってきた理念を、
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